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AribaNetworkで合意する契約書について

AribaNetworkを用いた発注において、Ariba画面項目と契約書本文との間で重複する項目がある場合、「AribaNetwork
に関する利用条件（※1）」の第7条の定めにより、Ariba画面項目が優先となります。

契約書に以下の項目が含まれていると双方の認識齟齬の原因となるため、予め該当項目を除いた契約書でバイヤとご調整をお
願いいたします。記載がある場合は、購買審査時に削除する場合がございますのでご了承ください。ただし、バイヤとサプライヤ間
で調整いただいた条文に影響を及ぼすことはございません。

なお、予め不要項目を除いた「Ariba契約条件」の契約書様式のご利用を推進しております。スライド4参照。

削除対象項目 記載例
※空白や、◇◇・●●等の記号が残っている場合は、欄を削除
せず、そのまま発注することもございます。

削除する理由

締結日欄 ◇◇年◇◇月◇◇日 ・Ariba合意における契約成立日は以下の通り変動するため。
①サプライヤのオーダー確認日
②オーダーから10営業日以内にオーダー確認が行われない場合はオーダー日

甲乙押印欄 （甲）署名
（乙）署名

・オーダー確認が記名押印の代替となるため。
・記載誤りが発生した場合に修正が出来ず、変更契約の手続きが必要となるため。

契約番号欄 契約番号 または オーダー番号/ID： （◇◇） ・オーダー時に採番される都合上、記載ができないため。

甲乙欄 甲：●●（以下、「甲」という。）
乙：●●（以下、「乙」という。）

・Ariba画面項目が優先となり、記載の必要がないため。

契約要綱 契約件名
本業務の形態 等

・Ariba画面項目が優先となり、記載の必要がないため。

書面締結文言 本契約締結の証として、本書2通を作成し、甲乙記名押印の上、
各1通を保有する。

・契約成立方法が書面締結ではなく、Aribaオーダーによるため。

（※1）AribaNetworkに関する利用条件
https://www.nttdata.com/jp/ja/-/media/nttdatajapan/files/about-us/proc/purchasing/ariba_network_02.pdf

https://www.nttdata.com/jp/ja/-/media/nttdatajapan/files/about-us/proc/purchasing/ariba_network_02.pdf
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【参考】契約書データの修正イメージ

修正イメージは以下の通りです。修正後のイメージは案件毎に異なります。

＜修正前＞ ＜修正後（あるべき姿）＞

書面締結用様式 Ariba合意用に不要項目を削除したもの

赤枠削除
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【参考】Ariba契約条件（一部）

＜Ariba物品購入契約条件＞ ＜Ariba委託取引契約条件＞

スライド2で記載した懸念をふまえ、予め不要項目を除いた「Ariba契約条件」の契約書様式をご用意しております。
AribaNetworkを用いた発注の場合、バイヤから提示する可能性がありますので、積極的にご活用ください。
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